
督事 3 学 年

「公正 ・公平について」

◎相手の立場を考えて親切にする判断力を養 う。

◎話し合いを通して、よりよい判断 ・理由づけができるようにする。

「かんけり」(モラルジレンマ資料 「ルールを変えろつて」:植田和也氏)を 改編

選垂イ憩 寺靖罫 手旨寒 華 柔
日 時 :平成 17(2005)年 9月 26日 (月)
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2-(2)思 いや り・親切、4-(1)約 束、きまりの尊重1.主 題名

2.ね らい

3 . 資 料

4B本 時について

(1)本 時の主張

集団で生活するためにはルールが必要であり、それらを守らなければ全員が幸せにはなれな

い。子どもたちの世界にもこのことは例外ではなく、学校で、あるいは社会においてルールの

中で生活が成り立っていると言える。しかしながら、子どもたちはまだまだ成長途上の段階で

ついつい自分の権利のみを主張したり、自分の都合のみで考えてしまい、ルールを守れずに人

を傷つけてしまったり、あるいは自分自身の身を危険にさらしてしまったりすることも起こし

てしまっている。

そんな子どもたちにとつて 『ルールとは何なのか?』 をもう
一度問い直し、『相手の立場に

立って行動するとはどういうことなのか?』 について考える場を設定することで、『立場や価

値観のちがいを認め合う大切さ』に気付かせ、今後の生活場面に生かせるようにしていきたい。
このねらいを達成するために本時では以下のような研究の視点のもとに進めていきたい。

(研究の視点 1)

◎モラルジレンマ資料の活用
」●絵、ペープサー トなどの活用 (資料内容 ・場面を視覚にうつたえる。)

●遊びの実体験を本時以前に組み入れる。(実感を伴う場面に)

く研究の視点2〉

●資料を2段階に分けて提示。(考える時間の保障)

●ネームプレート、学習シートの活用で個々に考えを持たせてから討議を行う。(自己決定)

●揺さぶり発間を事前に用意。(他の考え ・価値観への気付き ・共感)

○座席を同じ立場同士に固めて討議の活性化を図る。

く研究の視点3)

●学習シー トに自分の学びを振り返る (はじめと変わつた考え ・友達の意見ですばらしい所等)

(2)判 断 E理由づけの発達段階表

メし――メし老旨客至ラ己茂三アゴ文デしヽ い ノL――メし辺身客至ラ毛チまい ズ5だデい い
段階 可

0ど うしたらよいのかわからないから、人の言う通

りにするのがいい。

●どうしたらよいのかわからないから、人の言う通

りにするのがいい。

段階 2

●植松くんがかわいそうだから、交代してあげるべき。

●続けておにになっていると植松くんもみんなもおもし

ろくないのだから、ルールを変えて交代すべき

●みんな同じがいい。●ルールだからいい。

●今までそうしてきたのだから変えるべきでない。

植松くんだけ走るのが遅いわけではない。

●少しのことで変えていたらきりがなくなる

し、遊びが楽しくなくなる。

段階3

●もし、自分が何回も続けてなると嫌な気持ち

だし、この場合は何でも同じにするのが平等

なルールじゃないと思うから。

●ルールは守ることが大切だけど、みんなが納

得すれば自分たちで新しいルールを作つて

もいいはずだ。

●みんなが納得しないのなら変えるべきでな

いし、植松くんを励ましながらでもこのまま

続けるべきだ。

●植松くんだって自分だけルールが違 うとい

つまでも自分に自信が持てないまま。

●植松くんを差別しないためにも同じルール

でした方がいい。



(3)本 時の展開

「かんけり (前半)」を読もう。

4人の登場人物がわがつた。

植脇くれは健動が苦手なんだ。
古饉く/L彰足は速くないんだ。

植船くれは、足がおをいからいつま
で彰おにをやつているんだ。・

児童の活動 ・思考の流れ

「かんけり 後半)」を読もう。
4

◆それぞれの登場人物の絵を掲示し、確認する。

①登場人物を理解しようとしていたか?
′

ぎ′ る丞品あ猿早晶示喜還及:還卓ダダゴ占があ昼ドヽ

教師のかかわり (0:副価 ◎:ゆさぶり発問)

◆資料の前半部分を配り、ペープサー トをしなが

ら登場人物を紹介する。

ら読み聞かせる。

◆それぞれの登場人物の絵を掲示し、困っている

内容を確認する。

O困 つてしヽる内容を理解しようとしていたか?

J ◆ 学習シー トを配布し、自分の立場とそ

の理由を書かせる。

◆ネームプレートを使つて、それぞれの

判断傾向を把握させる。

①反達の者えに左右されす、自分の者え

をもとうとしていたか?【 自己の確立】
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ん―メしを変えた方

がいい (山下君)

メし―メしを変えない

方がいい (古饉君)

それぞれの考えの理由について交流しよう。

′し―れを変えた石がいい
(山下君)

植船くれががわ

いをうだがら

みんなだつてお
もしろくないん
だがら

個でも同じにす

ることが平響な

メし―んじゃない

自分が植松くんの立場なら、どうしてほしいかな ?

囲つている技だう
がいたら、なんと
がしてあげたい!

みんなが楽しめためには、

欄手の気持ちや立場をゃおたがいに者え合うこと

が六翻なこと !
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◆問題点について話し合い、

えを深めさせる。

◎それそれにどんな良しヽ点、良

くない点があるのかな?

◎みんなが納得できないのに、

無理に        、 中

国くんや古館くんはどんな気

持ちになるだろう?

◎ルールはみんなが楽しむため

にあるはすだけど、みんなが

楽しめなしヽなら襲襲藝襲方が
しヽしヽんじゃない?

◎植松くんのためにルールを変

えるとしヽうことが、差別につ

ながらなしヽかな?

◎これから後のことを者えると

本当に植松<ん のためになる

のかな?

O反 達の意見をよ<関き、自劣の者

えとくらべようとしてしヽる。

①自分の意見に固執せす、ちが

う意見の持つ良さに気付こうと

してしヽる。【共生 ・共創】
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みんなでどうするのがよいか考えよう。

(古軽君)、

れ―れは守らなけ

ればならないよ

これからもすく変える

浜うになつてしまうの

でおもしろくない

ここで,し―rbを変えた

ら題llくれのためにも

ならはいと思う。

みんなに公平にするに

はメし一れを守ることが

六翻 !



今日の学習を振り返つてみよう。

今度みんなで通

んでいて困つた

ことがあたつ

ら、みんなのこ

とを者えるよう

にする

OO君 の意見で

自翁の者えセ変

わるようになつ

たよ。

′
◆学習シー トに、本時の学習の感想を記述さ

せる。(はじめと考えが変わったことや難し

かったこと、友達の意見の素晴らしいとこ

ろなど)
・反達の意見の素情らしかつたところや自翁

の者えが変わつたことなど今日の学習の感

想を書しヽてみましょう。
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(4)板 書計画
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3年 生道徳 「がんけbJ」寧習シート

この場合、ルールをどうしたらよしヽでしょう?

どちらかにOを つけて、その理由も書きましょう。

)れ 一れを変えたほうがいい ※ 出下くれにされせい !

)メし一れを変えないほうがいい ※古饉くれにされせい !

りゆ う

3年 組   名 前

3年 組  名 前

)レールをどうしてほししヽ?

(

(

を の 理 由

2.も しも、あなたが、植松<ん の立場だったら、

れ一れを変えてほしい

メし―メしを変えてほしくない



'3. 今
までの話し含しヽからもう一度前と同じしつもんをします。

この場合、ルールをどうしたらよしヽでしょう?

どちらかにOを つけて、その理由も書きましょう。

(   )れ 一れを変えたほうがいい ※ 出下くれにされせい !

(   )れ 一′しを変えないほうがいい ※ 古饉くれにされせい !

りゆう

を の 理 由

4.「 かんけり」の学習の感想を書きましょう。

(はじめと者えが変わつたことや反だちの意見のすばらししヽところなど何でもかましヽません。)
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< 登 場 人 物 >

●ぼ<(出 下<九 )撃 災蓉

・がんけbJがすき
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●醤種<ん
・ぼくの反だう

。護るのがおをい

。いつも、ぼく (山下<九 )と、が九けりや

おにごつこなどをして遊んでいる
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。ぼくの反だち

・いつも、ぼく (出下くれ)とが九けりや

おにごつこなどをして遊んでいる

●薩認<ん
。ぼくと六のながよし

・整気が等 護るのがおをい
。Slだれは、が九けbJやおにごつこなどを

していつしょにあをばないけど、今回は、

やつてみることにした。
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ある日の中体みのBき間、中にわで、4人でかんけりが始まりました。さしヽしょは古館く

んがおにになりました。古館くんは、足がおそしヽので、5□ けられたあと、やつと全員を

見つけ、一番先にみつかつた植松くんが、おにになりました。

植松<ん は、おにになつた最初は楽しそうだつたのですが,5□ 続けてかんをけられて

しまつてからは,様子がおかしくなりました。走るのがとてもつらそうですし,だいしヽち,

つまらなそうに見えました。

それで,ぼ <は ,

「お一い,タ イム.タ イム.みんなうょつと出てきてよ。」

と大きな声を出してみんなを集めました。か<れ てしヽた2人がびつくりした顔をして出て

きました。ぼくは、みんながそろったところで,

「ねえ,み んな,植 船くれががわいをうだよ。をろをる、こつたいしてあtずようよ。」

と,み んなの顔を見ながら言しヽました。

すると,古 館<ん がおこつたように言しヽました。

「ぼくだつてあまり速くはないけど、がればつておにをやつたんだ。

出下くれは植船くんと伸がいいがら、をんなことを言うんだろう。ずるいよ r」

「だつて,み んなだつておセしろくないだろう。

植船くんだけれ一れを変えてもいいだろう。」

と,ぼ くは言しヽかえしました。

ぽくと古館くんのやりとりを聞しヽてしヽた中曰くんもなつと<で きなしヽとしヽう様子で,

「植船くれがずつとおにだとつまらないよ。がくれがいがないし.走 りがいがないよ。

スリれないもん。やつばり.腫船くれは見学してたほうがよがつたよ。」

と,ぼ くに向かつて言つてきました。 す ると古館<ん が,

「出下くた。植Faくんだけを特呂」あつがいにしてれ―れを変えるなら、ぼくはもう避ばないよ。」

と,言 つてきました。ぼくは,

「せつがく,植船くれに入つてもらつてがんけbJをはじめたのに.をれなことを言うなよ。

みんながつてだよ。楽しくやろうよ。」

と,言 いましたが,ど うしたらよしヽかこまつてしましヽました。

みんなもそれを聞いて,ど うしたらしヽしヽか者えこんでしましヽました。植松<ん は下を向

しヽたままで,何 も言しヽません。ぼくもみんなが孫内得して<れ なしヽので,だ んだん元気がな

くなり,さ びししヽ気持ちになりました。中にわの時計を見ると体み時間が半劣<ら しヽ終わ

ってしヽました。
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